
「 誰 でも が

よい 寫眞 を

容易く 、 而

も 失敗 なし

に 撮す 」

ごいふ 理想 は オート · フォーカス ·

ミノルタ によって 完全 に 實現 さ れ

ました 。

寫眞 術 で 一番 厄介 な 距離 目測 の

困難 は 除去 さ れ 、 今一つ 判明 距離

な 、 一律 に 刻印 さ れ た カメラ の 距

離 スケール 盤 に 合 は す 不安 が 同時

に 解消 さ れ まし た 。
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カメラ 界 に 断然 頭角 を 顯 はせる
純 日本 製 ! 自 働焦點式距離計 」 の 完成

オート · フォーカス · ミノルタ · カメラ の 特徴
簡單 · 精確 な 距離測定 使用 法 概略

スプリング 式 です から 、 迅速 なる 撮影 に 適する こと は 申す まで も あり ませ ん
而 も レンズ さ 距離 計 さ が 聯動 式 で あり ます から 、 瞬間 撮影 で も 思ふ れ の 寫
眞カ嘬 れ ます 。
一切 の 巧妙なる 機構 は 前 板 筐 内 に 裝置 さ れ て 居り ます から

①距離 計 を 覗き 乍 ら 被 寫體 の 像 を 一致 せしめる
だけ で 、 狙っ て パチリ さ シャター を 切れ ば 、
それで 100 % の 成 効率 が 保證 さ れる の です
距離 計 の 光學 プリズム さ v ンズ 部 さ が 精密 に
而 も 自動的 に 連絡 動作 する 機構 だ から で あり
索 す . : 距離 計 は レンズ の 深度 に 合せ て 、 長 基
線 ( Basis ) 七 戲 なり 、 三角 法 に 基い た 正像
合致式 ( Koinziden zprinzip ) による もの であ
リ亨す 。

オート · フォーカス · ミノルタ · カメラ の 特殊 の 使用 法 だけ を 略記 致し ます
カメラ の 開け 方 カメラ を 稍下 方 に 向け 、 向っ て 右側 面 の ボタン ( A ) ( 皮 にて 蓋

118 ) を 押せ ば 前 板 ( B ) は 自然 に 靜か に 前方 へ 出 て 固定 致し ます c② 焦點 の 合せ 方ウ方ー 4 ( の な 前方 ヘ 廻せ ば 前 板 は 前進 致し 击 す 。 同時に 正面
スケール 盤 ( 1 ) の 矢印 も 廻轉 し て 、 それぞれ の 距離 を 示指 する と 同時に 距離 計 の
中 の プリズム に 精密 に 連絡 動作 し て 覗窓 ( J ) より 覗く 時 は さき に 說明 申 上げ た 樣
な 現像 を なし 、 ピント ガラス に 賴 らず し て 迅速 に 鮮銳 の 寫眞 が 撮れ ます c 集
合 撮影 など 其他 特殊 の 梅 合 だけ の み ピント 枠 が 必要 で あり ます 。
ピント 枠 は 小 ポタン を 上方 へ 押せ ば扉 は バネ で 開き ます 。

開閉 の 機構 は 心憎き で 圓 滑 で あり ます 。a
b
c

構遣 堅牢 ごなリ 又 外部 より 損傷 の 憂ヘ が あり ませ ん
繰出し ウォーム が 母体 で は なく 前 板 に 装着 せる 為 め 繰出 機構 は 極めて 自ピント の 合って 居 ない 珽合 然 で あリ圓滑 で あリ头す 。

③

④

⑥

前 板 正面 に 装備 せる 距離 スケール 盤 は 距離 仲縮 に 從ひ プリズム の 運動 に 更に
聯動 し て 自 働的 に 而 も 正確 に 蓋 當距 雌 を 示す 裝置 ご なっ て 居リ击す
スプリング カメラ 從來 の 不可避 的缺點 たり し 前 板 の 横 振れ は ミノルタ · カメ
ラ 獨特 の 創案 により 完全 に 防止 さ れ て 居り ます 。
外 觀 の 美 、 型 態 の 瀟洒 は 實物 御 一 覽賜 は れ ば 御 得心 戴ける もの ご 存じ ます 。

使用 法
透視 ファインダー の 使 ひ 方 ファインダー ケース ( B ) を 上 に 持ち上げれ ば ファ

インダー レンズ( F ) が パネ 仕掛け で 直立 し ます 。 後方 の 小 孔 板 ( G ) を 直立 せしめ
小 孔 より 前方 ファインダー レンズ 十字 中心 を 見透し 位置 を 定め ます 。

前 板 正面 の 距離 目盛 盤 が 最近 距離 を 指し て 居
る 塲合 、 距離 計 の 覗窓 を 覗く ご 黄色い 視野 の
中 に 被 寫體 の 二 重 像 が 白い 圖 の 中 に 現れ て 居
リ ます ( 左 圖上 ) その 時 距離 計 紳縮 ウォーム
を 徐々に 內側 へ 廻 は し て 、 二 重 像 を 完全 に
致さ せ ば 、 その 一致 し た 點 に ビジ
居る の です ( 左 圖下 ) 、 そこで ファインダー で
狙っ て シャター を 切れ ば 目的 物 に 對 し レンズ
の 鮮鏡 度 を ハッキリ 發暉 さ せ た 印畵 が 得 られ

る の です 。

カメラ の 閉め 方 閉鑚 ボタン ( 11 ) な靜 か に 押せ ば 内部 の 畚 殊 裝置 に 依り 固定 部

シャター の 安全 裝置 ジヤター の 向っ て 左下 の 赤い ボタン ( 1 ) が 同 裝置 ポタン

總 て 機構 は 自然 に 静か に 作用 する 様 に なっ て 居り ます c 無理 が あれ ば 使用 法 が

25 ifo ) l . 100 各 秒 B. T. ごなリ 安全 裝 が 自然 に 外れ カメラ は 閉リ峦す 。
ですから 手前 に 軽く 引出せ ば 安全 裝置 が か \u003e 1 ) 、 押せ ば 安全 裝置 が 外れ ます c

間違っ て ゐる の です から 御 注意 願 ひ ます 。 )

が 合っ て 置附 で あり ます 同 裝置 の ある シャター は 舶來 國産 を 問 はず この クラウンシ
ヤター 以外 他 に 求め 得 られ ませ ん 。
vy ズ は 厳密 なる 光學 檢査 を 經 たる 明鏡 アクチ プラン
装備 致し て 居り ます じ

⑦ 1 : 4.5 F 105mm をント の 合って 居る 塢合


